
社会還元加速プロジェクトの主な進捗状況と概算要求額

１．人体機能を再生する医療の実現（文科、厚労、経産）

・ヒトiPSを活用した再生医療の実現に向けた拠点整備、実証研究の実施、実用化段階に近い研究課題に焦点を絞った採択を行い、
実証研究の実施や評価・管理技術の構築に向けた取組を推進中。

２．災害情報通信システムの構築（内府、総務、文科、国交）

・災害情報の国民一人ひとりまでの共有化を目指し、災害情報の収集、共有・分析、伝達、各システムの開発等を、関係府省の連携の下
に実証実験に向けて推進中。

３．高度道路交通システム（ITS）の実現（警察、総務、経産、国交他）

・ITS（高度道路交通システム）推進のために産学官の連携を強化するとともに、全国５つのモデル都市・モデル路線においてITS普及の
ための実証実験に向けた取組を推進中。

４．先進的な在宅医療・介護の実現（厚労、経産他）

・脳信号で動く身体補助装置の開発、認知症の早期診断技術の開発、在宅支援関連ロボットの開発等を各省連携の下、推進中。

５．バイオマス資源の総合利活用（総務、農水、経産、国交、環境）

・原料調達及び燃料変換に必要な技術開発、バイオマス由来の材料・原料製造技術開発等の取組を各省連携の下、推進中。

６．音声翻訳コミュニケーションの実現（総務他）

・全国１道１府８県において自動音声翻訳システム実証実験を、各府省庁の連携の下に推進中。

概算要求総額185億円※（平成21年度当初予算総額185億円※）
※事業費等により現時点で額が確定できないものについては計上していない。

【概算要求額（平成21年度当初予算額）】

【36億円※

 

（43億円）】

【24億円※

 

（33億円※）】

【16億円※

 

（16億円※）】

【25億円（28億円）】

【77億円※

 

（60億円※）】

【7億円（7億円）】
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失われた人体機能を再生する医療の実現

技
術
施
策

シ
ス
テ
ム
改
革

事
故
・病
気
・
老
化
等
に
よ
り
失
わ
れ
た
組
織
・器
官
・機
能
等
を

 

再
生
す
る
医
療
の
実
現
に
よ
り
、
国
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
や
Ｑ

 

Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
貢
献

実
証
研
究
の
実
施
に向

け
た
取
組
み

品質・安全性等の確保のための科学的評価基準の確立（厚生労働省）

制度的枠組みの検討（厚生労働省）

実証研究を目指した各種領域における再生医療研究（ヒトｉＰＳ細胞等を用

 
いた再生医療、組織構築型心筋再生技術、細胞培養ロボットシステムを

 
活用した再生医療

 

等）

 

（文部科学省、厚生労働省、経済産業省）

＜２０２５＞

・基礎研究から臨床研究への橋渡し促進技術開発（経済産業省：2,550の内数）

実証
研究

2012年度までに、再生医療分野の各種研究領域において、前臨床研究

 
（試験）の推進、臨床試験・臨床応用の実施

２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２

・再生医療
の普及

金額はH22年度

概算要求額（百万円）

評
価
・管
理
技
術
の

 

構
築
に
向
け
た
研
究

細胞培養・分化に係る品質管理技術の開発（経済産業省）

各種領域における計測評価

 
技術の確立（経済産業省）

・再生医療評価研究開発事業（再掲）

医薬品・医療機器の審査・相談体制の充実（厚生労働省）

・医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究（厚生労働省：151）

幹細胞研究体制（バンク整備、操作技術、治療技術）の構築（文部科学省）

・再生医療の実現化プロジェクト（文部科学省：2,800）

・再生医療実用化研究事業（厚生労働省：640）

・基礎研究から臨床研究への橋渡し促進技術開発（再掲）

・再生医療評価研究開発事業（経済

 
産業省）

・
再

 生

 医

 療

 分

 野

 の

 
実

 用

 化

 段

 階

 に

 
近

 い

 
領

 域

 に

 
つ

 
い

 
て

 
は

 、

 
５

 
年

 以

 内

 の

 
な

 る

 べ

 

く
早
期
に
臨
床
研
究
か
ら
実
用
化
に
い
た
る
。

・多

 く

 の

 
再

 生

 医

 療

 分

 野

 の

 
研

 究

 シ

 
ー

 ズ

 
を

 、

 
前

 臨

 床

 研

 究

 （
試

 験

 ）の

 
終

 了

 段

 階

 

又
は
臨
床
研
究
実
施
段
階
に
ま
で
進
め
、
有
効
性
を
実
証
す
る
。

iPS細胞等を用いた応用基盤の構築

 

（文部科学省）

ES指針の見直し（文部科学省）

iPS細胞等に係る知的財産戦略および管理・活用体制強化（文部科学省）
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部分実証の結果をフィードバックした改良と部分実証の結果をフィードバックした改良と
実証研究の実施のための体制整備実証研究の実施のための体制整備

◆◆情報通信基盤の整備・検討情報通信基盤の整備・検討

研
究
・技
術

研
究
・技
術

 シ
ス
テ
ム
改
革
要
素

シ
ス
テ
ム
改
革
要
素

的
確
な
警
報
・避
難
情
報
・災
害
時
の
情
報
を
一
人

的
確
な
警
報
・避
難
情
報
・災
害
時
の
情
報
を
一
人
ひ
と
り

ひ
と
り
に
提
供

に
提
供

実証実証
研究研究

20082008 20092009 20102010 20112011 20122012

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に

 

よ
る
取
組
の
高
度
化
、

よ
る
取
組
の
高
度
化
、

 

対
象
地
域
の
拡
大

対
象
地
域
の
拡
大

情
報
の
伝
達

情
報
の
伝
達

◆◆防災行動や災害対応に役立つコンテンツの開発と提供防災行動や災害対応に役立つコンテンツの開発と提供

先行部分の実証先行部分の実証

 
研究の準備研究の準備

部分実証の実施部分実証の実施

【【国国】】光ファイバの高度利用や多様な通信インフラの連携による防災情報通信基盤の構築（光ファイバの高度利用や多様な通信インフラの連携による防災情報通信基盤の構築（1111））

【【総総】】災害情報通信システムの研究開発等災害情報通信システムの研究開発等

【【国国】】洪水予測の高精度化洪水予測の高精度化//リアルタイムハザードマップの開発（リアルタイムハザードマップの開発（河川事業費の内数河川事業費の内数））

【【国国】】災害情報共有システム（ＤＩＳＳ）の開発と活用災害情報共有システム（ＤＩＳＳ）の開発と活用（（3535の内数の内数））

【【国国】】蓄積された災害情報の活用蓄積された災害情報の活用

【【内内】】防災情報共有プラットフォームの機能拡張（防災情報共有プラットフォームの機能拡張（720720の内数の内数））

【総】消防防災分野におけるＩＣＴ活用のための連携推進事業（【総】消防防災分野におけるＩＣＴ活用のための連携推進事業（1717））

◆◆災害現場活動における災害現場活動におけるICTICT活用活用

【【文文】】次世代地震・津波観測監視システムの開発次世代地震・津波観測監視システムの開発のための予備的研究（のための予備的研究（1010））

【【文文】】リアルタイム地震情報システムの高度化に関する研究開発（リアルタイム地震情報システムの高度化に関する研究開発（4343））

◆◆災害検知の高度化災害検知の高度化

【【総総】】災害情報通信システムの研究開発等（災害情報通信システムの研究開発等（117979））

【【文文】】地震・津波観測監視システム（地震・津波観測監視システム（1,5101,510））

情
報
の
収
集

情
報
の
収
集

◆◆災害リスク情報等の共有体制の構築災害リスク情報等の共有体制の構築

【【内内】】「防災見える化」の推進（「防災見える化」の推進（7700））

【【文文】】災害災害リスクリスク情報プラットフォームの開発（情報プラットフォームの開発（580580））

【【内内】】防災関連情報基盤の構築によるハザードマップ普及促進（防災関連情報基盤の構築によるハザードマップ普及促進（1122））

情
報
の
共
有
・
分
析

情
報
の
共
有
・
分
析

国
民
の
防
災
行
動
を
促
進
し
、
防
災
力
を
飛
躍
的
に
向
上

国
民
の
防
災
行
動
を
促
進
し
、
防
災
力
を
飛
躍
的
に
向
上

継
続
的
な
情
報
提
供
と

継
続
的
な
情
報
提
供
と

 

防
災
教
育
に
よ
る
地
域

防
災
教
育
に
よ
る
地
域

 

防
災
力
の
向
上

防
災
力
の
向
上

（凡例）：（凡例）：【【内内】】内閣府（防災担当）、内閣府（防災担当）、【【総総】】総務省、総務省、【【文文】】文部科学省、文部科学省、【【国国】】国土交通省国土交通省

金額は金額はHH

 

2222年度年度
概算要求概算要求（百万円）（百万円）

モ
デ
ル
地
域
・

モ
デ
ル
地
域
・

 特
定
の
災
害
を
対
象
と
し
た
防
災
体
制
の
構
築

特
定
の
災
害
を
対
象
と
し
た
防
災
体
制
の
構
築

防
災
訓
練

防
災
訓
練
等等
を
通
し
た

を
通
し
た
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
実
効
性

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
実
効
性
検
証
検
証

20202255

【【国国】】ケーブル式海底ケーブル式海底地地
震計の整備に震計の整備によるよる
東海・東南海東海・東南海地震地震
のの監視体制の強化監視体制の強化

きめ細かい災害情報を国民一人ひとりに届けるとともに災害対応に役立つ情報通信システムの開発きめ細かい災害情報を国民一人ひとりに届けるとともに災害対応に役立つ情報通信システムの開発

3



情報通信技術を用いた安全で効率的な道路交通システムの実現

社
会
還
元
加
速
プ
ロ

 

ジ
ェ
ク
ト
ロ
ー
ド
マ
ッ

 

プ
の
着
実
な
実
施

世
界
一
安
全
な
道
路
交
通
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
都
市
交
通
の

 

革
及
び
と
高
度
物
流
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
図
る
た
め
の
具
体
策
と
そ
の
効
果
に

 

目
処
を
つ
け
る

<

目
指
す
べ
き
道
路
交
通
社
会
の
姿>

①
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
社
会
の
実
現

②
安
全
・
安
心
な
交
通
社
会
に
実
現

③
産
業
競
争
力
を
下
支
え
す
る
効
率
的
な
交
通
社
会
の
実
現

④
活
力
あ
る
魅
力
的
な
街
作
り
に
貢
献
す
る
交
通
社
会
の
実
現

＜２０２５＞２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２

金額はH22年度

概算要求額（百万円）

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
複
数
回
実
施
に
よ
る
施
策
の
高
度
化

モデル都市、モデル路線
における先行達成

世界一安全な道路交通社会の実現世界一安全な道路交通社会の実現
安全運転支援システムに係る大規模実証実験の実施・全国展開の推進

 

等

都市交通の革新都市交通の革新
プローブ情報の高度利用促進、多様な交通手段の促進
都市内物流の効率化、

 

環境負荷低減次世代車両の導入

 

等

高度幹線物流システムの実現高度幹線物流システムの実現
効率的な高度物流システム・次世代幹線物流技術の導入

 

等

実
現
方
策
と
し
て
の

技
術
施
策

安全運転支援システムの実

 
用化に向けた普及方策等に

 
係る調査研究（内閣官房）

安全運転支援情報通信シ

 
ステム実用化のための調

 
査及び実証（総務省）

ITSによる安全で効率的な道路交通システムの開発・実用化･普及の促進

（国土交通省：道路整備費の内数）

高度道路交通システムによる環境指向モデル事業の実施（警察

 
庁：297）

エネルギーITS推進事業（経済産業省：976）

先進安全自動車（ASV)の開発･実用化・普及の促進（国土交通省：150）

環環

 境境

安安

 全全

国
際
競
争
力

国
際
競
争
力

地
域
活
性
化

地
域
活
性
化

次世代安

 
全運転支

 
援システム

 
の実証実

 
験（警察

 
庁）

低炭素社会の実現に向けたITS情報通信システム

 
の調査及び実証（総務省：150）

地域交通、物流の革新を促す新たな低炭素実用

 
車両の開発促進（国土交通省：60） 4



高齢者・有病者・障害者への先進的な在宅医療・介護の実現

技
術
施
策

シ
ス
テ
ム
改
革

高
齢
者
・
有
病
者
・
障
害
者
の
移
動
・
自
立
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
補
助
向
上
の
実
現
、

 

介
護
す
る
家
族
等
の
時
間
的
、
身
体
的
負
担
の
軽
減
、
介
護
施
設
等
の
負
担
の
軽
減

高
齢
者
・
有
病
者
・
障
害
者
を
含
め
た
国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
自

 

宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現認知症スクリーニング手法や認知症の鑑別診断法の確立（厚生労働省）

ブレイン-マシン・インターフェイス(BMI)による障害者自立支援機器の開発

＜２０２５＞

長寿・障害総合研究（障害者自立支援総合

 
研究(仮称)）の一部（厚生労働省：60）

長寿・障害総合研究事業（認知症対策総合研究）の一部（厚生労働省：350）

実証
研究

BMI開発においては、平成23-24年度に国立身体障害者リハビリテーションセンター

 
を通じ、障害者を対象として実用化テストを行う。
アルツハイマー病等の認知症対策に関しては、5年以内に成果が見込め、臨床応用

 
に直結する研究を優先しながら、有効性・妥当性について科学的な観点からの実証

 
研究を開始する。
生活支援ロボットは平成24年度までに、またロボットシステムは平成23年度に実証

 
研究を実施する。

（今後の課題等）
・ロボットの安全

 
基準の標準化
・低コスト化
・認知症の予防

 
治療薬の開発

金額はH22年度

概算要求額（百万円）

自立動作支援機器・機能訓練機器の開発

生活支援ロボット実用化プロジェクト（経済産業省：1,525）

戦略的先端ロボット要素技術開発プロジェ

 
クト（経済産業省：494）

基盤ロボット技術活用型オープンイノベー

 
ション促進プロジェクト（経済産業省：99）

アルツハイマー病の超早期診断法の確立等の認知症対策

認知症のケアに関するガイドラインを作成し、施策に活用（厚生労働省）

ロボット技術や安全基準に

 
関し、世界をリードして標準

 
化を進めるべく、官民協力し

 
て推進（経済産業省）

介護・福祉及び移動支援ロボットの安全性

 
データや検証手法の確立を通じ、規制改革

 
等の課題を抽出（経済産業省）

２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２
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○軽油代替燃料製造技術の開発
・戦略的次世代バイオマスエネルギー利用技術開発事業（経産省：570）

○導入インセンティブ制度設計及び規制・基準の見直し
◆規制・基準の見直し等による段階的な市場環境整備
・

 

未利用バイオマスにおける資源利用計画の策定（国交省）
・

 

バイオ燃料の品質を確保するため、品確法を改正し、品質確認義務等を導入予定（経産省）
・

 

エタノールの高濃度利用に向けた検討（環境省）
・

 

大防法、排ガス基準法等、関連法規の見直し（関係省）
・

 

バイオマス由来製品におけるバイオ度表示制度の検討（経産省）
◆バイオ燃料、バイオマス製品の導入促進に係るインセンティブ策の推進
・

 

グリーン調達特定品目への登録等（農水省、経産省、環境省）の検討
・

 

バイオ燃料に係るガソリン税など税制優遇措置の検討・推進（農水省、経産省、環境省）
・

 

戦略的な知的財産取得（農水省等）
◆社会的受容性の確立
・

 

パイロット実証段階の技術のスケールアップ化検討に対する支援（関係府省）
・

 

サプライチェーン全体におけるバイオ燃料の安全・安心な取り扱いの確立（総務省、経産省）
・

 

食料との競合可能性や遺伝子組み換えに対する国民理解の醸成（農水省、経産省）
○持続可能なバイオ燃料実用化推進方策（内閣府及び関係省）
○国際協力・連携の強化と推進（内閣府及び関係省）

要素技術の融合による実証

バ
イ
オ
燃
料
化
技
術
等

材
料
製
造

○遺伝子改良技術を含めた資源植物の作出・生産・輸送・利用技術の開発
・地域活性化のためのバイオマス利用技術の開発（農水省：1,614）

・セルロース系エタノール革新的生産システム開発事業（経産省：1,900）

生産拡大、施設整備

実用化、普及
（国内および海外）

○未利用バイオマス資源の低コスト収集、輸送・利用技術の開発
・地域におけるバイオマス等の資源・エネルギー循環（国交省：下水道事業費の内数）
・地域活性化のためのバイオマス利用技術の開発（農水省：1,614）

普及（国内および海外）

継続的な技術開発

実証研究実証研究

実証研究実証研究

○バイオマス由来の高機能繊維材料、汎用化成品製造技術の開発
・地域活性化のためのバイオマス利用技術の開発（農水省：1,614）
・新エネルギー技術開発（バイオマスエネルギー等高効率転換技術開発）（経産省：3,458）

○セルロース系の効率的な前処理・糖化・発酵・によるエタノール生産技術及び濃縮・脱水・廃液処理技術の確立
・新エネルギー技術開発（バイオマスエネルギー等高効率転換技術開発）（経産省：3,458）
・地域活性化のためのバイオマス利用技術の開発 （農水省：1,614）
・地球温暖化対策技術開発（環境省：5,071の内数）

・セルロース系エタノール革新的生産システム開発事業（経産省：1,900)

実証研究実証研究

○高セルロース樹木の探索、不良環境耐性樹種の開発
・バイオ技術活用型二酸化炭素大規模固定化技術開発 （経産省：75）

生産拡大、施設整備○C5, C6同時発酵技術の開発（糖化・発酵一段処理）
・新エネルギー技術開発（バイオマスエネルギー等高効率転換技術開発）（経産省：3,458)

・セルロース系エタノール革新的生産システム開発事業（経産省：1,900）

○ブタノール、プロパノールなどの発酵技術の開発
・新エネルギー技術開発（バイオマスエネルギー等高効率転換技術開発）（経産省：3,458）

○地域における未利用資源等を活用した資源エネルギー循環
・地域におけるバイオマス等の資源・エネルギー循環（国交省：下水道事業費の内数）

・戦略的次世代バイオマスエネルギー利用技術開発事業（経産省：570） 各施策の成果を統合

実証→実用化

各施策の成果を統合

実証→実用化

金額はH２２年度

概算要求額（百万円）

（２～３年）フェーズ （３～５年） （５年～）2008年 2025年2012年

バ
イ
オ
マ
ス

 

資
材
調
達

シ
ス
テ
ム
改
革

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
総
合
利
活
用
技
術
の
開
発
お
よ
び
社
会
へ
の
普
及
に
よ
る

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成

環境・エネルギー問題等の解決に貢献するバイオマス資源の総合利活用
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技
術
施
策

言語の壁を乗り越える音声翻訳コミュニケーション技術の実現

シ
ス
テ
ム
改
革

10
年
後
：
多
様
な
言
語
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
等
を
含
む
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

5
年
後
：
普
通
の
旅
行
者
が
、
日
本
、
英
語
、
中
国
語
圏
で
ほ
と
ん
ど
支
障
な
く
海
外
旅
行
を
楽
し
め
る
。

地
域
発
展
に
役
立
つ
全
国
サ
ー
ビ
ス
基
盤
構
築

生
活
に
密
着
し
た
自
動
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
利
用

民
間
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
競
争
的
サ
ー
ビ
ス
展
開高速無線通信インフラに関する調査諸外国著作

 
権制度調査

＜２０２５＞

実証
研究

フェーズ１
国内・国外実証試験

（場所適応等基本機能）
（総務省）

２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２

システム機能の検証
・翻訳性能
・使い勝手
・拡張可能性

社会普及可能性検証
・社会産業への寄与分析
・商用サービス課題整理
・社会認知度向上

金額はH22年度

概算要求額（百万円）

技
術
検
証

話者、環境に適応
する音声認識技術

(経済産業省)

場所・状況に応じて適応的に辞書などを切り替える
音声認識、音声合成技術（総務省）

旅行・観光知識の集合知
的学習（総務省）

音声翻訳知識の信頼度を
用いた自動学習技術（総務省）

実証用プロトタイプ制作
（

 

場所適応等基本機能 ）

（総務省）

実証用プロトタイプ制作
（信頼度学習等拡張機能）

（総務省）

場所・状況に応じて適応的に知識を切り替える翻訳技術（総務省）

音声認識、音声合成知識の信頼度
を用いた自動学習技術（総務省）

改良（総務省）

改良（総務省）

改良（総務省）ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
音
声
翻
訳
技
術

フェーズ２
国内・国外実証試験

（信頼度学習等拡張機能）
（総務省）

改良（総務省）

著作権制度

 
課題検討会

制度整備に関する

 
提言

ネット著作物を活用したコーパス構築

標
準
化

ネットワークベース音声翻訳技術の進展に併せた標準化活動（総務省）

著
作
権
・
調
査
研
究

自動音声翻訳技術の研究開発（総務省：668）

北京五輪
実証実験 7
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